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ワークシートの構成について

○ 本ワークシートは、２０１４年１０月２０日に配布したワークシートのパターン３

について、以下の推計を可能とする部分を追加したものである。

・ 出生について、年齢５歳階級別出生率を用いた推計

・ 移動について、純移動率に加えて移動数を仮定した推計

○ 本ワークシートを使用することにより、例えば、ある年齢層の移住の見通しを

踏まえた数値を移動数の項目に入力することで、その効果を踏まえた人口の

将来展望を行うことができる。

○本ワークシートは以下のとおり構成されている。

・ 出生率の仮定

・ 総人口の見通し

・ 性別・年齢５歳階級別人口の見通し

・ 性別・年齢５歳階級別人口の増減

・ 人口の自然増減（性別・年齢５歳階級別のコーホート）

・ 人口の社会増減（性別・年齢５歳階級別のコーホート）

・ 各種基礎率（推計の基礎となる生残率、純移動率等）の仮定



出生率の仮定について

○ 本ワークシートでは、合計特殊出生率を基として子ども女性比に換算する方
法、又は、年齢５歳階級別出生率を用いる方法による出生率の仮定が可能で
ある。

○ 出生数を仮定し、そこから子ども女性比を計算して直接入力することも可能
である。この場合、合計特殊出生率の欄は使用しないこととなる。

※換算率は社人研の全国推計における合計特殊出生率と子ども女性比との関係から推計されたもの。

子ども女性比を直接入力することも可能

いずれかの行に合計特殊出生率を入力すると、子ども女性比
又は年齢５歳階級別出生率が計算される。

社人研推計で使用されている子ども女性比（市町村別）



基礎率について

○ 人口推計に必要な各種基礎率については、本ワークシートは以下のとお

り構成されている。

・生残率

各市町村について社人研推計の仮定値が入力されている（独自の数値

を入力することも可能）

・純移動率

性別・年齢５歳階級別に各地方公共団体で設定

・移動数

性別・年齢５歳階級別に各地方公共団体で設定

・子ども女性比

各市町村について社人研推計の仮定値が入力されている（参考として入

力されているものであり、推計には使用されていない）

・性比（０～４歳）

各市町村について社人研推計の仮定値が入力されている（独自の数値

を入力することも可能）



移動率・移動数の仮定について

性別・年齢５歳階級別に純移動率を設定することができる。

性別・年齢５歳階級別に移動数を設定することができる。



総人口等の推計について

○ 本ワークシートでは、各種基礎率等を基に、性別・年齢５歳階級別の人口を
推計することができる。

○ 総人口は、性別・年齢５歳階級別の人口の総和となっている。

性別・年齢５歳階級別の人口の総和が総人口



性別・年齢階級別の推計について

○性別・年齢５歳階級別の人口は次のように推計される。

（ある年のある性別・年齢階級Ａの人口）＝

（Ａの５年前の人口）×（Ａの生残率＋Ａの純移動率）＋Ａの移動数

（赤マスの人口）
＝ （a）×（b+c）＋(d)

（a）

（b）

（c）

（d）
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